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【研究テーマ】 

1. MAP キナーゼ系の機能亢進と細胞がん化の相関 

2. MAP キナーゼ系の機能制御を指標とした新規抗癌剤の開発 

3. 微小管機能阻害によるアポトーシス誘導機構の解明 

 

【論文発表】 
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【学会発表】 

B 国内学会 

(B-b) 一般講演 

1. K.Ozaki, K.Hyakutake, M.Kohno: PI3K-Akt pathway inhibitors enhance the 

cytotoxicity of microtubule-destabilizing agents via ceramide accumulation,  

第 69 回日本癌学会学術総会, 大阪 

2. T.Sakamoto, K.Fujio, S.Kajikawa, S.Uesato, K.Watanabe, S. Tanimura, K.Ozaki, 

M.Kohno: Blockade of the ERK pathway enhances the therapeutic efficacy of HDAC 

inhibitors in human tumor xenograft models, 第 69 回日本癌学会学術総会, 大阪 

3. 谷村進, 橋詰淳哉, 後藤愛依子, 河野通宏, 大竹里佳, 渡邉一石, 河野通明： Myosin 

1E は invadopodia の形成を介してがん細胞の浸潤を調節する, 第 69 回日本癌学会学

術総会、大阪 

4. 梶川修平, 坂元利彰, 藤尾康祐, 尾崎惠一, 河野通明: がん細胞における ERK 経路活

性化と HDAC 阻害剤感受性の相関, 第９回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラ

ム 2010, 京都 

5. 橋詰淳哉, 谷村進, 河野通明： 細胞運動を負に制御する分子、SH3P2 の機能解析, 第

９回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム 2010, 京都 



6. 尾崎惠一, 田宮万祐子, 岩崎由香, 原田亜弥, 粟津緑, 河野通明: 肥大化脂肪細胞の

質的改善による糖尿病治療の検討, BMB2010（第 33 回日本分子生物学会年会・第 83 回

日本生化学会大会 合同大会）, 神戸 

7. 谷村進, 大竹里佳, 河野通宏, 橋詰淳哉, 後藤愛依子, 黒崎由希子, 瀬井香奈子, 河

野通明：新規タンパク質 SH3P2 による細胞運動制御の分子機構, BMB2010（第 33 回日本

分子生物学会年会・第 83 回日本生化学会大会 合同大会）, 神戸 

8. 浅井廣平, 川畑拓誠, 内山綾, 谷村進, 河野通明：MEK 阻害剤と微小管重合阻害剤の併

用による細胞死誘導増強作用の分子機構, 第 27 回日本薬学会九州支部大会, 長崎 

9. 大竹里佳, 橋詰淳哉, 中原康子, 谷村進, 河野通明：Myosin 1E による細胞運動制御の
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11. 百武兼道, 積佳江, 尾崎惠一, 河野通明: PI3K/Akt 経路遮断剤と抗癌剤との併用によ

る細胞死誘導増強‐セラミドの役割, 第 27 回日本薬学会九州支部大会, 長崎 
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用による細胞死誘導増強‐FOXO 転写因子ファミリーの役割, 第 27 回日本薬学会九州

支部大会, 長崎 

 

 

【研究費取得状況】 

１．ERK-MAP キナーゼ経路の選択的遮断を基盤としたがん化学療法の開発; 日本学術振興

会科学研究費・基盤研究(B) 

   

【学会役員等】 

1. 日本生化学会、 評議員 

2. がん分子標的治療学会、評議員 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 80 編 （邦文） 0 編 

総説  （欧文） 1 編 （邦文） 22 編 

著書  （欧文） 2 編 （邦文） 10 編 

紀要  （欧文） 0 編 （邦文） 5 編 

特許 3 件 

 


